
 
市政記者各位 

    令和４年３月１日 

 経済観光文化局文化財活用課 

今も昔も、祭りの場には“楽”が集います。この春、福岡市科学館が祭りの場となり“楽”が集い”福“を描きます！ 
市民の皆様への広報及び当日の取材にご協力いただきますようお願いします。（別紙１参照） 

令和４年３月５日（土）に福岡市科学館のサイエンスホールで  

「福岡市民俗芸能公演～福を描く～」を開催いたします 

福岡県又は福岡市の文化財指定を受けている市内の民俗芸能３団体が出演。 

日時︓令和４年３月５日 土曜 開演 14時半（開場 1４時、16時終演） 
会場︓福岡市科学館サイエンスホール（福岡市中央区六本松４-２-1） 

定員︓250人（受付終了）  

今津人形芝居ー今津人形芝居保存会ー 

（福岡県指定無形民俗文化財） 

田島神楽ー田島神楽保存会ー 

（福岡市指定無形民俗文化財） 

博多仁和加ー博多仁和加振興会ー 

（福岡市指定無形民俗文化財） 

今津人形芝居は、明治２４年３月に、もと隣村大原にあった大

原操人形の諸道具一式を譲り受け、始まりました。もともとは、

江戸時代末に、当時この地方を巡業していた阿波や大分中津

北原の人形芝居を採り入れたとされています。現在の保存会

の会員数は約１０人です。小学校での人形浄瑠璃の教育にも

力を入れています。 

田島神楽は、近世には既に演じられていた記録が残ってお

り、江戸時代以来の神官神楽の芸態を継承する貴重な神楽で

す。全体的にゆっくりとした動きで、静謐さを感じさせ、曲芸的

要素が少ないことなどが特徴です。現在の保存会の会員数は

約２０名です。今回の会場となるサイエンスホール近くの田島

地区の人々によって継承されています。 

「にわか」とは「にわか狂言」を略した言葉であり、祭礼におい

て種々趣向を凝らした出し物が演劇化した即興の笑劇のこと

です。江戸時代中期から大阪、京都、江戸で流行しました。

現在の振興会の会員数は約１００名です。新春のひとときを

笑いで過ごすべく、会員一同舞台に臨みます。 

※都合により、出演ができなくなりましたので、 
  当日は、記録映像を放映いたします。 

【問い合わせ先】 
経済観光文化局文化財活用課        担当︓松本・星野 

TEL︓092-711-4874（内線 3801）FAX︓092-733-5537 



                                別紙１ 

 

１．出演団体への取材・撮影について 

   団体に直接取材される場合は取り次ぎますので、必ず事前（３月３日まで）

に下記までご連絡下さい。 
福岡市文化財活用課 星野（TEL 092-711-4862）(内線 3832) 

 

２．写真掲載時の取扱いについて 

提供画像を紙面等に掲載される場合は「福岡市提供」と記載してください。 

 

３．当日の取材について 

    当日取材の場合は、取材スペース確保のため、事前に下記までご連絡下 
さい。 
福岡市文化財活用課 星野（TEL 090-3798-8636） 
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